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5. まとめ 

河川緑化は東京都長期ビジョンの政策指針である

「水と緑に囲まれ、環境と調和した都市の実現」に

おける水と緑のネットワークの充実のための重要な

事業である。本調査報告では、平成27年度に河川緑

化の効果を検証する目的で行った調査を中心に結果

について整理した。以下に得られた主な結果を示す。 

① 緑化による温度低減効果については、緑化して

いないコンクリート面に対し緑化した堤防、護岸の

日中の表面温度が２～10℃低くなることが確認され

た。また、緑化した堤防等の表面温度は日中のピー

ク以降の温度低下がコンクリート面に対して大きい

傾向があることが確認された。このことは、緑化に

よって堤防等への蓄熱量が減少することを示してお

り、堤防等表面からの輻射熱の減少によってヒート

アイランド現象の緩和に寄与することが期待できる。 

② 緑化整備以前から同一箇所で堤防天端の交通量

を計測している中川では、緑化前と比較して緑化後

の歩行者、自転車交通量が増加しており、緑化によ

る利用者数の増加が確認された。このことは、河川

緑化が水辺空間におけるにぎわいを創出するための

事業の一つとして有効であるものと考えられる。 

③ 利用形態を考慮した交通量調査では、緑化して

いない区間に対し緑化区間のジョギング等利用者の

割合が大きいことが確認された。このことは、河川

緑化がウォーキングやジョギング等に利用しやすい

環境を創出するために有効な事業の一つであると考

えられる。 
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空堀川・柳瀬川流域の地盤
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はじめに

空堀川流域は、昭和 年代から急速な開発・宅地化

が進み、空堀川は豪雨時、しばしば洪水氾濫に見舞われ

るようになった。また、当時、流域の下水道整備の遅れ

もあり、家庭雑排水が河川に流入し、河川水質は極めて

劣悪な状態にあった。

昭和 年代に入り暫定的護岸整備工事（時間当たり

ｍｍ）が開始され、平成 年改定では空堀川改良工事

全体計画が策定され、以降、時間当たり 対応の護

岸改修工事が進められている。一方、流域内には畑や雑

木林などの武蔵野の面影を残すところが少なくなく、空

堀川に親水機能を考慮した河道整備と環境保護対策が期

待されている。治水対策としての河道拡幅、親水対策と

しての環境・瀬枯れ対策、これが現在、空堀川河川整備

事業に期待されている課題である。 空堀川を管理する

北多摩北部建設事務所では河川改修事業の一環として、

環境調査に取り組んでおり、当センターにおいても、瀬

枯れと浅層地下水の関係を明らかにすることを目的に、

平成 年度から空堀川流域の浅層地下水調査を、下流

から上流にかけて順次調査を進めて来ている。空堀川で

は、現在、瀬枯れ対策の一つとして、近傍の工場の深層

地下水揚水の余剰水や武蔵野線構内の湧水を、河川に涵

養するという方法が取られている。空堀川の河川維持水

を長期的な視点で考えるには、深層地下水を含めた流域

全体の水循環からの検討が必要である。この報告は、空

堀川流域の水循環の予察的検討として、 ）空堀川の空

堀である理由を河川形成史から検討し、次に、 ）水循

環を考える上での基礎的資料となる空堀川流域の地下水

帯水層構造の 次元モデル化を行ったものである。

調査地域

空堀川は武蔵村山市野山北公園に源とし、途中奈良橋

川を合わせ清瀬市中里で柳瀬川へ合流する、流域面積

平方キロメートル、河川延長 の一級河川で

ある。柳瀬川は、埼玉県所沢市の山口貯水池（狭山湖）

を源とし、途中北川、空堀川、東川を合わせながら都県

境を流下し、埼玉県志木市で新河岸川に合流する、流域

面積 平方キロメートル（東京都域 平方キロメ

ートル）、河川延長 の一級河川である。これら河

川流域には、都内では武蔵村山市、東大和市、東村山

市、清瀬市が含まれる。

今回の 次元地盤モデルの対象地域は、北は埼玉県

境、東は柳瀬川と空堀川が合流する清瀬市中里、南は

野火止用水路、西は空堀川の源流とされている武蔵村

山市の山北公園付近とする範囲とした（図 ）。

空堀川の形成史

（ ）武蔵野台地の河川の流向

武蔵野台地を流れる河川の流路の方向に着目する

と、北東向き、東向き、南東向きの 系統に区分する

ことが出来る。

 

図 調査地域
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黒目川

白子川

柳瀬川

調査地域
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河川 5 km0
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北東向きの河川には、柳瀬川・空堀川、黒目川・落

合川、白子川がある（これら河川を、北東向き河川系

と呼ぶ）。東向き河川には、石神井川、神田川などが

あり、南東向き河川には目黒川、仙川、野川等があ

る。これら武蔵野台地の河川は、古多摩川の名残河川

であり（東木、 ）、河川流路方向は、それぞれの

河川形成史を反映したものと考えられるが、ここで

は、北東向きの河川系についてのみ検討する。

北東向き河川系の谷幅に注目すると、まず、柳瀬川

と黒目川では谷幅がひろく、白子川では狭いという顕

著な違いがみられる（図 ）。柳瀬川、黒目川の台地

末端付近での谷幅が約 ㎞であるのに対し、白子川で

は約 ㎞と半分の谷幅に過ぎない。また、これら柳

瀬川、黒目川の谷幅の広い河川には、谷内に低位段丘

面が発達している。次に、これら北東向き河川に挟ま

れた台地面上には、凹地・浅い谷が複雑に分布してい

る。柳瀬川、黒目川間の台地上の凹地・浅い谷は南西

から北東方向に分岐しながら直線状に延びた分布を示

している。この方向は柳瀬川と黒目川の谷の方向と調

和的である。黒目川と白子川間の台地面上の凹地・浅

い谷は、より複雑な形状を示し、全体として大きな蛇

行形状を示しており、柳瀬川・黒目川間の台地上の凹

地・浅い谷と異なる形状である。白子川の源頭は、河

川管理の上からは練馬区南大泉にある大泉井頭公園と

されているが、ここには、より上流に延びる新川と呼

ばれている小河川（堀）がある。この新川の上流延長

上で先の蛇行する凹地・浅い谷に連続し、更に上流側

に進むと、凹地・浅い谷は直線状となる。これら一連

の凹地・浅い谷は白子川の旧流路（帯）と考えられ

る。

 
（ ）関東ローム層の厚さ

地盤情報システムを利用し、この地域の台地に堆積

するローム層厚の分布を求めた。その一例として東村

山市を南北に縦断する位置（図-3）での、地質断面図

を（図-4）を示す。ローム層厚に違いが生じている。

ローム層厚の違いは、地形面の形成過程を反映してい

ると考えられる。 
植木ほか（2007）は、武蔵野面を構成する地層を

下位から、成増層、小平層、赤羽層、中台層、黒目川

層、久米川層、空堀川層の７層に区分し、これらの地

層の堆積面を、それぞれ成増面、小平面、赤羽面、中

台面、黒目面、久米川面、空堀川面と呼んでいる。こ

れによると、柳瀬川・黒目川間の台地は中台面に、黒

目川・白子川間の台地はは黒目川面に、白子川上流右

岸の台地は赤羽面にあたる。 
ローム層厚の違いは、上記地形面に対応しており、

 
図 地形面分類

（青梅図幅（産総研）に加筆修正）
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図 地質断面位置図

（地形境界線の一部は、青梅図幅と異なる）
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図 地形面と地質柱状図

黒目川面 赤羽面中台面

ローム層

砂礫層

中台面で約7ｍ、黒目川面で約6ｍ、赤羽面で約8ｍ
となっている。 

 
（ ）空堀川の形成史

植木他（2007）は、赤羽層、中台層、黒目川層、

空堀川層の堆積年代をそれぞれ約8.3～6.7万年前、

約6.5～6万年前、5万年前、5～4万年前としてい

る。これらの年代を参考にすると、北東向き河川系の

形成史は次のように推定できる。 
① 8.3～6.7万年前頃：古多摩川が狭山丘陵の南を 
東に流れていた。この時に赤羽層を堆積し、赤羽面を

形成した。白子川上流にみられる凹地・浅い谷は、こ

の赤羽面形成した河川流路の一部河跡を示していると

考えられる。 
② 6.5～6万年前頃：古多摩川が北東側に流路変更 
し、中台層を堆積させ中台面を形成した。柳瀬川・空

堀川と黒目川間の台地に見られる凹地・浅い谷筋は、

この時の河跡であろう。 
③5万年前頃：おそらく古多摩川の河川流量が増し、

②の河川流路が開析され、河道はより南に、現黒目川

流路に移動し、黒目川層を堆積し黒目川面が形成され

た（この時の河川をここでは古黒目川とよぶ）。 
④ 5～4万年前頃：古多摩川の流路が再び変更し、 
古黒目川は名残河川となった。狭山丘陵からの湧水を

水源とする空堀川は、古黒目川の流路の一部を利用

し、下流では、②の時期の旧流路を利用し、柳瀬川に

合流するようになった。 
⑤2.9万年前以降：古多摩川は、南東に流路変更し、

武蔵野台地（上記地形面の総称）を侵食し、新たに

立川礫層を堆積し立川面を形成した。 
黒目川では、古黒目川流域に降る雨水の涵養により、

地下水湧水を源頭とし、新たに現黒目川が形成された。

このような河川形成史を想定すると、空堀川が空堀で

ある理由として、空堀川の中・上流域は古黒目川流域に

あるが、その縁部に位置するため、古黒目川流域の降水

が涵養による地下水は、現黒目川に向かって流下し、空

堀川には流下しないためと考えられる。

北東向き河川系の中でも、黒目川と異なり空堀川に瀬

枯れの起きやす理由は、この河川の特異な流路変遷史に

あると思われる。

柳瀬川・空堀川流域の地下地質

当センターの地盤情報システムには、柳瀬川・空堀川

流域には約 本の深井戸柱状図が登録さている。これ

ら柱状図の掘削深度の多くは ～ ｍである。このこ

とは、この地域の深層地下水揚水は、この深度以浅から

である（あった）ことを示している。

そこで、 次元地下構造のモデルの作成では、深度約

ｍまでの帯水層を対象とすることとした。

（ ） 次元地下構造モデル作成の流れ

次元地下構造モデルの作成までの流れを図 に示

す。このうち、「地層境界面の設定」が、このモデルの

成否の鍵を担っている。

地層境界面設定のために、 ）模式地質柱状図の作

成、 模式断面図の作成（模式地質柱状図間の対比）、

模式断面図を基に地域内の複数断面線の作成の手順で

進めた。

（ ）模式地質柱状図の作成

調査地域には、東大和市と東村山市の か所に地盤沈

下観測井がある。川島ほか（ 、 ）により、この

２地点の沈下地質の層序記載が行われている。井戸デー

タに比べ、これら層序試錐の地質柱状図の精度が高いこ

とから、これら２地点の地質柱状図をこの地域の模式地

質柱状図（図 ）として設定した。

①東大和模式地質柱状図

深度 ｍまでの地質柱状図が作成されている。岩相

特徴から ～ の 層に区分されている。

 
図 モデル作成の流れ

３次元地形図の作成

地質柱状図データ入力

地層境界面の設定

地質テーブルの作成

ボーリング柱状図凡例設定

地層区分境界面
コントロールポイント入力

三次元地下構造モデルの作成

模式地質柱状図作成

模式地質断面図作成

地区別地質断面図作成
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北東向きの河川には、柳瀬川・空堀川、黒目川・落

合川、白子川がある（これら河川を、北東向き河川系

と呼ぶ）。東向き河川には、石神井川、神田川などが

あり、南東向き河川には目黒川、仙川、野川等があ

る。これら武蔵野台地の河川は、古多摩川の名残河川

であり（東木、 ）、河川流路方向は、それぞれの

河川形成史を反映したものと考えられるが、ここで

は、北東向きの河川系についてのみ検討する。

北東向き河川系の谷幅に注目すると、まず、柳瀬川

と黒目川では谷幅がひろく、白子川では狭いという顕

著な違いがみられる（図 ）。柳瀬川、黒目川の台地

末端付近での谷幅が約 ㎞であるのに対し、白子川で

は約 ㎞と半分の谷幅に過ぎない。また、これら柳

瀬川、黒目川の谷幅の広い河川には、谷内に低位段丘

面が発達している。次に、これら北東向き河川に挟ま

れた台地面上には、凹地・浅い谷が複雑に分布してい

る。柳瀬川、黒目川間の台地上の凹地・浅い谷は南西

から北東方向に分岐しながら直線状に延びた分布を示

している。この方向は柳瀬川と黒目川の谷の方向と調

和的である。黒目川と白子川間の台地面上の凹地・浅

い谷は、より複雑な形状を示し、全体として大きな蛇

行形状を示しており、柳瀬川・黒目川間の台地上の凹

地・浅い谷と異なる形状である。白子川の源頭は、河

川管理の上からは練馬区南大泉にある大泉井頭公園と

されているが、ここには、より上流に延びる新川と呼

ばれている小河川（堀）がある。この新川の上流延長

上で先の蛇行する凹地・浅い谷に連続し、更に上流側

に進むと、凹地・浅い谷は直線状となる。これら一連

の凹地・浅い谷は白子川の旧流路（帯）と考えられ

る。

 
（ ）関東ローム層の厚さ

地盤情報システムを利用し、この地域の台地に堆積

するローム層厚の分布を求めた。その一例として東村

山市を南北に縦断する位置（図-3）での、地質断面図

を（図-4）を示す。ローム層厚に違いが生じている。

ローム層厚の違いは、地形面の形成過程を反映してい

ると考えられる。 
植木ほか（2007）は、武蔵野面を構成する地層を

下位から、成増層、小平層、赤羽層、中台層、黒目川

層、久米川層、空堀川層の７層に区分し、これらの地

層の堆積面を、それぞれ成増面、小平面、赤羽面、中

台面、黒目面、久米川面、空堀川面と呼んでいる。こ

れによると、柳瀬川・黒目川間の台地は中台面に、黒

目川・白子川間の台地はは黒目川面に、白子川上流右

岸の台地は赤羽面にあたる。 
ローム層厚の違いは、上記地形面に対応しており、

 
図 地形面分類

（青梅図幅（産総研）に加筆修正）
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層（ から ｍ）：礫混じり火山灰質粘土層と砂礫

層からなる。

層（ ～ ｍ）：シルト、砂、砂礫互層からなる。

層（ ～ ｍ）：ゆるい砂層を主体として、シル

ト層、最上部に厚い浮石層を挟む。

層（ ～ ｍ）：砂層を主体とする。下部ではシ

ルト質になる。

層（ ～ ｍ）：固結した砂質シルト層からな

る。

層（ ～ ｍ）：砂層からなる。

②東村山層序試錐（標高 ｍ）

大和地盤沈下観測井から西北西 ｋｍ位置してい

る。掘削深度は ｍ。層相から ～ の 層に区分され

ている。

層（ から ｍ）：下位の砂礫層と上位の火山灰層か

ら構成される。

層（ ～ ｍ）：下位の砂礫層と上位の粘土混じり

砂礫層からなる。

層（ ～ ｍ）：砂礫層を基底とし、砂質シルト

からシルト層からなる。

層（ ～ ｍ）：砂礫層、砂層、砂質シルト層の互

層からなる。砂層の層厚が厚い。

層（ ～ ｍ）：厚い砂層からなる。

層（ ～ ｍ）：固結した砂質シルト層

川島（ ）は、下位の 層を北多摩層、 ・Ｅ層を

東久留米層、 層を舎人層、 層を江戸川層、 層を武蔵

野礫層・関東ローム層に対比している。

今回の柳瀬・空堀川流域の地下地質の検討にあたって

は、舎人層が厚く分布する東村山層序試錐の区分を基本

にしている。ここでは 層は、層相の特徴から、さらに

① ～ ｍ、② ～ ｍ、③ ～ ｍ、④

～ ｍ、⑤ ～ ｍ、⑥ ～ ｍ、⑦

～ ｍ、⑧ ～ ｍ、⑨ ｍ～ ｍの 層に

分けて記載されており、珪藻分析結果からは 層内で、

淡水棲種と海棲種が交互に 回繰り返されるとある。こ

のことから 層は浅海環境にあり、少なくとも 回の海

水面変動が記録されていると考えられる。そこで、 層

を、礫～粘土～砂の上方細粒化（海進）から上方粗粒化

（海面停滞）を考慮した ユニットとして、 （ ～

ｍ、 （ ～ ｍ）、 （ ｍ～ ｍ）、

（ ～ ｍ）に区分した。鈴木他（ ）は、

東大和模式柱状図の深度 ｍの火山灰からカミング

トン閃石を検出し、これを火山灰 ｂ－ に対比し、

その堆積年代を約 百年万前としている。同様なカ

ミングトン閃石を含む火山灰が、東村山模式柱状図の深

度 ～ ｍにも見つかっており、両者は同一火山

灰として対比している（川島ほか、 ）。

（ ）模式断面図

上記模式柱状図を結ぶ測線上に、既存井戸柱状図を配

置し、上記火山灰層を鍵層とし、各柱状図でみられる礫

層 粘土 砂層を 堆積ユニットとして、ユニット単位を

参考にして模式断面図を作成した（図 ）。模式断面図で

は、各ユニットをまとめ ～ 層に区分し、各層の境界

を ～ とした。

帯水層としての評価には、上記、ユニット単位での検

討が必要となるが、今回の 次元モデルでは地層単位の

レベルとし、 から 層を帯水層帯として扱うこととし

た。

 
図 模式柱状図

（ ）地区別地質断面図の作成

調査地域内を４つの地区に分け、各地区ごとに地質断

面線を作成した。この地区地質断面図では、始発点と最

終点が一致するように閉鎖系に作成し、各地区地質断面

図では、隣接する地区の地質断面図と一部の地質柱状図

が共有するようにしている。上記模式地質断面図の地質

柱状図は、各地区地質断面図の一部地質柱状図と共有し

ている。このことにより、模式断面図での対比線が各地

区の地質断面図において連続し追跡することが可能とな

る（各地区の閉鎖系地質断面図は省略）。

）三次元モデルの作成

上記の 閉鎖系地区地質断面図をもとに、市販ソフト

（ ：五大開発社製）を用いて、 次

元地下モデルを作成した（図 ）。

図 はこの三次元モデルをもとに、任意に求めた測線

によるブロックダイヤグラムである。

図 は、 対比線の平面形状を示したものである

（図中の枠内が対象地域に相当）。 面は、全体的には

東に傾斜し、中央付近でその傾斜が急になる傾斜変換線

がみられる。また、この等高線からいくつかの谷地形を

見ることができる。

流域内の深層地下水

（ ） 揚水量

都環境局の平成 年度地下水揚水量の実態による

と、東大和市、東村山市、清瀬市、東久留米市の年間地

下水揚水量を、それぞれ 、 、 、 （百万立方

メール）である（表 ）。東大和市が 市の中では最も

多く揚水し、 市合計揚水量の ％を占めている。次に

東久留米市の ％である。東大和市の揚水量を用途別に

みると、食料品たばこが最も多く、次に上水道である。

この つの業種で全体の市全体の ％を占めている。東

大和市に比べ約 分の一の揚水量である東村山市では、

用途別にみると医療施設が最も多く、次に食料品たばこ

 
図 地層境界面

 

 
図 面の等高線図
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図 ブロックダイヤグラム
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図 模式断面図

-  

100

0

-100

S1

S3

S2

S4

東大和
東村山

ｍ

A

B

C

D

Ｅ
含カミングトン閃石火山灰



－ 103 －

層（ から ｍ）：礫混じり火山灰質粘土層と砂礫

層からなる。

層（ ～ ｍ）：シルト、砂、砂礫互層からなる。

層（ ～ ｍ）：ゆるい砂層を主体として、シル

ト層、最上部に厚い浮石層を挟む。

層（ ～ ｍ）：砂層を主体とする。下部ではシ

ルト質になる。

層（ ～ ｍ）：固結した砂質シルト層からな

る。

層（ ～ ｍ）：砂層からなる。

②東村山層序試錐（標高 ｍ）

大和地盤沈下観測井から西北西 ｋｍ位置してい

る。掘削深度は ｍ。層相から ～ の 層に区分され

ている。

層（ から ｍ）：下位の砂礫層と上位の火山灰層か

ら構成される。

層（ ～ ｍ）：下位の砂礫層と上位の粘土混じり

砂礫層からなる。

層（ ～ ｍ）：砂礫層を基底とし、砂質シルト

からシルト層からなる。

層（ ～ ｍ）：砂礫層、砂層、砂質シルト層の互

層からなる。砂層の層厚が厚い。

層（ ～ ｍ）：厚い砂層からなる。

層（ ～ ｍ）：固結した砂質シルト層

川島（ ）は、下位の 層を北多摩層、 ・Ｅ層を

東久留米層、 層を舎人層、 層を江戸川層、 層を武蔵

野礫層・関東ローム層に対比している。

今回の柳瀬・空堀川流域の地下地質の検討にあたって

は、舎人層が厚く分布する東村山層序試錐の区分を基本

にしている。ここでは 層は、層相の特徴から、さらに

① ～ ｍ、② ～ ｍ、③ ～ ｍ、④

～ ｍ、⑤ ～ ｍ、⑥ ～ ｍ、⑦

～ ｍ、⑧ ～ ｍ、⑨ ｍ～ ｍの 層に

分けて記載されており、珪藻分析結果からは 層内で、

淡水棲種と海棲種が交互に 回繰り返されるとある。こ

のことから 層は浅海環境にあり、少なくとも 回の海

水面変動が記録されていると考えられる。そこで、 層

を、礫～粘土～砂の上方細粒化（海進）から上方粗粒化

（海面停滞）を考慮した ユニットとして、 （ ～

ｍ、 （ ～ ｍ）、 （ ｍ～ ｍ）、

（ ～ ｍ）に区分した。鈴木他（ ）は、

東大和模式柱状図の深度 ｍの火山灰からカミング

トン閃石を検出し、これを火山灰 ｂ－ に対比し、

その堆積年代を約 百年万前としている。同様なカ

ミングトン閃石を含む火山灰が、東村山模式柱状図の深

度 ～ ｍにも見つかっており、両者は同一火山

灰として対比している（川島ほか、 ）。

（ ）模式断面図

上記模式柱状図を結ぶ測線上に、既存井戸柱状図を配

置し、上記火山灰層を鍵層とし、各柱状図でみられる礫

層 粘土 砂層を 堆積ユニットとして、ユニット単位を

参考にして模式断面図を作成した（図 ）。模式断面図で

は、各ユニットをまとめ ～ 層に区分し、各層の境界

を ～ とした。

帯水層としての評価には、上記、ユニット単位での検

討が必要となるが、今回の 次元モデルでは地層単位の

レベルとし、 から 層を帯水層帯として扱うこととし

た。

 
図 模式柱状図

（ ）地区別地質断面図の作成

調査地域内を４つの地区に分け、各地区ごとに地質断

面線を作成した。この地区地質断面図では、始発点と最

終点が一致するように閉鎖系に作成し、各地区地質断面

図では、隣接する地区の地質断面図と一部の地質柱状図

が共有するようにしている。上記模式地質断面図の地質

柱状図は、各地区地質断面図の一部地質柱状図と共有し

ている。このことにより、模式断面図での対比線が各地

区の地質断面図において連続し追跡することが可能とな

る（各地区の閉鎖系地質断面図は省略）。

）三次元モデルの作成

上記の 閉鎖系地区地質断面図をもとに、市販ソフト

（ ：五大開発社製）を用いて、 次

元地下モデルを作成した（図 ）。

図 はこの三次元モデルをもとに、任意に求めた測線

によるブロックダイヤグラムである。

図 は、 対比線の平面形状を示したものである

（図中の枠内が対象地域に相当）。 面は、全体的には

東に傾斜し、中央付近でその傾斜が急になる傾斜変換線

がみられる。また、この等高線からいくつかの谷地形を

見ることができる。

流域内の深層地下水

（ ） 揚水量

都環境局の平成 年度地下水揚水量の実態による

と、東大和市、東村山市、清瀬市、東久留米市の年間地

下水揚水量を、それぞれ 、 、 、 （百万立方

メール）である（表 ）。東大和市が 市の中では最も

多く揚水し、 市合計揚水量の ％を占めている。次に

東久留米市の ％である。東大和市の揚水量を用途別に

みると、食料品たばこが最も多く、次に上水道である。

この つの業種で全体の市全体の ％を占めている。東

大和市に比べ約 分の一の揚水量である東村山市では、

用途別にみると医療施設が最も多く、次に食料品たばこ

 
図 地層境界面

 

 
図 面の等高線図

-  

 
図 ブロックダイヤグラム

-  

 

図 模式断面図

-  

100

0

-100

S1

S3

S2

S4

東大和
東村山

ｍ

A

B

C

D

Ｅ
含カミングトン閃石火山灰



－ 104 －

で、この つ全体の ％を占めている。ただし、武蔵村

市内を通過する武蔵野線では、構内湧水があり、この量

は、上記揚水量には含まれていない。

（ ）地下水位

東大和、東村山の地盤沈下観測所の平成 年の地下

水記録を図 、 に示す。東大和 は浅層地下水で

ある 帯水層帯にあり、東村山 は 帯水層帯にあ

る。両者の水変動曲線が類似していることから、 と

の両帯水層帯の地下水は一連の帯水層として扱うことが

可能である。

東大和の 、東村山の ｍ は 層帯水層帯の地

下水位である。これらも共通した水位変動を示してい

る。特に水位変動の中に、短周期の鋸歯状水位変動がみ

られることから、この帯水層帯で揚水が集中して行われ

ていることを示している。東大和の は 帯水層

 
図 観測井戸地下水位変動図
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図 東大和観測井戸地下水位変動図

ストレーナ深度 ： ｍ、 ： ｍ、 ： ｍ、

： ｍ （観測井ごとに標高表示）
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図 東村山観測井地下水位変動図

ステレーナ深度 ： ｍ、 ： 、

： ｍ （観測井ごとに標高表示）
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表 用途別揚水量

 

 

年間揚水量
（m3/年）

比率
％

事業者数 井戸本数
揚水量

（m3/日）

その他娯楽
スポーツ施
設（釣り堀

等）

医療施設
食料品・
たばこ

化学工業
製造業以

外
上下水道 計

全揚水量
に対する
比率
（％）

上位1,2の
合計

上位1,2の
全体の比

率

東大和
東村山
清瀬
東久留米

用途別（揚水量の多いもの）100m3未満は0として記入

帯の水位変動を示している。

空堀川の瀬枯れ対策に一役買っている東大和市の 工

場の地下水揚水は、井戸深度から判断すると 帯水層帯

からの揚水である。一方、武蔵野線線路沿いの湧水は、

線路標高から判断すると 帯水層帯の地下水と考えられ

る。地下水位の長期的な水位変化をみると、いずれの地

下水位も経年的に上昇傾向がみられる（図 ）。このこ

とから、現行の深層地下水の揚水量は、この地域の涵養

量よりも少ないということができる。また、現行の空堀

川の瀬枯れ対策として用いられている深層地下水からの

涵養は、水循環システムから考えても、問題にならない

程度の水量であるといえる。

まとめ

空堀川の水循環を考えるうえで、空堀川の形成史と空

堀川流域の帯水構造から検討を行った。

空堀川が空堀であるのは、古多摩川の名残河川ではあ

るが、他の名残河川に比べても水量が乏しいのは、その

特異な河川形成史にある。また、瀬枯れ対策としての深

層地下水の利用は、現状の揚水量と水位変化から判断す

ると継続可能な施策であるといえる。

引用文献

）東木竜七（ ）：東京山の手地域における侵食面の発達史 理学評論

）植木岳雪、酒井彰（ ）：青梅地域の地質、地域地質研究報告（ 万分の 地質図幅）

）川島真一、川合将文（ ）：東村山市における層序試錐結果と北多摩地区北部の帯水層の分布形態、昭 都

土技研年報、

）川島真一、川合将文（ ）：東京都東大和市における層序試錐結果、昭 都技土研年報

）鈴木毅彦、村田昌則、大石雅之、山崎晴雄、中山俊雄、川島眞一、川合将文（ ）：テフラ編年による立川

断層活動史の復元、第四紀研究、 （ ）

）環境局（ ）：地下水揚水量調査報告書（平 年 月）



－ 105 －

で、この つ全体の ％を占めている。ただし、武蔵村

市内を通過する武蔵野線では、構内湧水があり、この量

は、上記揚水量には含まれていない。

（ ）地下水位

東大和、東村山の地盤沈下観測所の平成 年の地下

水記録を図 、 に示す。東大和 は浅層地下水で

ある 帯水層帯にあり、東村山 は 帯水層帯にあ

る。両者の水変動曲線が類似していることから、 と

の両帯水層帯の地下水は一連の帯水層として扱うことが

可能である。

東大和の 、東村山の ｍ は 層帯水層帯の地

下水位である。これらも共通した水位変動を示してい

る。特に水位変動の中に、短周期の鋸歯状水位変動がみ

られることから、この帯水層帯で揚水が集中して行われ

ていることを示している。東大和の は 帯水層

 
図 観測井戸地下水位変動図
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図 東大和観測井戸地下水位変動図
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図 東村山観測井地下水位変動図

ステレーナ深度 ： ｍ、 ： 、

： ｍ （観測井ごとに標高表示）
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用途別（揚水量の多いもの）100m3未満は0として記入

帯の水位変動を示している。

空堀川の瀬枯れ対策に一役買っている東大和市の 工

場の地下水揚水は、井戸深度から判断すると 帯水層帯

からの揚水である。一方、武蔵野線線路沿いの湧水は、

線路標高から判断すると 帯水層帯の地下水と考えられ

る。地下水位の長期的な水位変化をみると、いずれの地

下水位も経年的に上昇傾向がみられる（図 ）。このこ

とから、現行の深層地下水の揚水量は、この地域の涵養

量よりも少ないということができる。また、現行の空堀

川の瀬枯れ対策として用いられている深層地下水からの

涵養は、水循環システムから考えても、問題にならない

程度の水量であるといえる。

まとめ

空堀川の水循環を考えるうえで、空堀川の形成史と空

堀川流域の帯水構造から検討を行った。

空堀川が空堀であるのは、古多摩川の名残河川ではあ

るが、他の名残河川に比べても水量が乏しいのは、その

特異な河川形成史にある。また、瀬枯れ対策としての深

層地下水の利用は、現状の揚水量と水位変化から判断す

ると継続可能な施策であるといえる。
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